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1 調査の概要

1. 調査 目 的

本天然記念物生息調査 は 、 むつ市及 び下北半 島 に生息す る ニ ホ ンザルの個体数 ・ 群

れ数の増加等 に よ り 、 農作物 の食害 の み な ら ず、 集落地等への 定着が進み 、 地域住民

と ニ ホ ンザル と の軋礫が 生 じ て い る こ と 、 それに 、 青森県 が策定す る 第二次第二種特

定鳥獣管理計画で は 、 モ ニ タ リ ン グ調査結果 を踏ま え 、 保護対策 、 生息実態 に即 した

捕獲数な ど の 実施計画 を 各市町村で作成す る こ と と な っ て い る こ と か ら 、 地域住民 と

ニ ホ ンザルの共生対策 に必要 な情報 を得 る こ と を 目 的 と し 、 むつ市管 内脇野沢地区 ・

川 内 地 区 ・ 大畑薬研地 区 に生息す る ニ ホ ンザルの 生息調査等 を 実施 し た 。

2. 調査地域

むつ 市 脇野沢地 区 ・ 川 内 地 区。 大畑薬研地 区
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3. 調査 内容

従来な ら ば夏季調査 も 冬季調査 も 調査員 を参集 し 、 一斉実態調査 を 実施す る はずで あ っ た

が 、 今年は コ ロ ナ ウ ィ ルス 感染防止対策 で 、 広 く 調査員 を集 め て の調査が 実施 で き な かっ た 。

そ こ で 、 調査そ の も の に 空 白 が 生 じ る こ と を避け る た め 、 脇野沢 ・ 川 内 地 区 は 地元調査員 の春

か ら の通年の観察記録 を分析 し調査結果 に反映 し た。 ま た 、 薬研 ・ 大畑地 区は2020 年12 月

22 日 ～25 日(4 日 間 ） 前後 の移動 日 も 含 め6 日 間 、 少人数で小規模で あ っ た が調査 を 実施 し た 。

2021 年1 月 末 ま で地元調査員 が補足調査 を 実施 、 むつ市管 内 の ニ ホ ンザル出没状況の 聞 き 取

り 調査 も 加 味 し 、2020 年度 （令和2 年度） むつ市管 内 に 生息す る ニ ホ ンザル生息実態調査 と し

て 報告す る 。

4. 調査な ら び に調査結果への取 り 組み方 （姿勢）

下北半 島 の ニ ホ ンザルの 生態調査 は、1960 年代か ら2020 年の 現在 に 至 る ま で 、 継続調査 し

て い る 日 本で も 稀有な調査 の歴史 を 持 っ て い る 。 当NPO 法人 ニ ホ ンザル ・ フ ィ ール ド ス テ ー シ

ョ ン は 、 団 体の名 称は 変 わ っ た も の の 当 初か ら 調査 に携わ っ て い る 。

毎回 、 正確な サルの 実態の把握 を 心が け て い る が 、 突然サルが群れか ら 離れ た り 、 群れ に入

っ て き た り し 、 群れの個体数 も 変動 、 常 に 同 じ数 が い る も の で は な い。 ま た 、 今 ま で生 息 し て

い な い 地域へ突然遊動 し行動範囲 を広 げ る こ と も あ る 。 採食物 に し て も 今 ま で食べ な かっ た も

の を 、 突然食べ始 め る こ と も あ る 。 こ の よ う に 、 サルは非 定常性 の 生 き 物 と い え る 。

こ れ ら の こ と を念頭 に 、 調査成果の報告で以 下の3 点 に つい て 、 特 に 慎重 に 判断 し て き た 。

① 今 ま で サルの 生息 を確認 して い な い地域でのサルの 出没 に つ い て 。 （新群 の扱 い）

突然 、 サルが湧い て 出 る わ け で は な い 。 ま ず 、 出没 し た サルが ハナ レザルか否か 、 複数だ

と し て も オ ス グルー プか ど う か 、 群れだ と し た ら そ の個 体数や構成 （ベ ビー の 数やオ ト ナオ

ス の数な ど） と 状況把握 を 第一 に行 う 。 ハナ レザルやオ ス グルー プだ と し た場合 そ の 旨 を報

告す る に と ど ま る が 、 出没 し たサルが群れの場合 は近隣の サルの群れの 実態把握 が必要 と な

る 。 近隣の群れの こ れま での個 体数や構成 、 生息域 、 観察地点 な ど を 精査す る 必要が でて く

る 。 個 体識別 が 可能 な場合 は 重要 な判断基準 と な る 。 そ し て 、 あ く ま で も 同 時観察 を原則 と

し 、 新た な群れ に つ い て群れ と 認定す る か ど う か 、 ど の群れか ら の 分裂群か 、 を 判 断す る 。

一時的 なサ ブ グルー ヒ° ン グ と い う こ と も 考 え ら れ る 。 確実 な の は 、 も う 一度 し ば ら く 経過 し

て か ら 、 再確認す る こ と で確実性が増す。 こ の 場合 も 、 同 時観察が 基本 と な る 。

② 過去 に サルの群れ を確認 し 、 群れ名 も 明 ら かに し て い る 地域で 、 サルの群れ を観察 し た

場合につ いて。 （群れの重複防止）

下北半島 に 生息す る サルの群れ に は 、 調査 ご と に群れの確認が と れ 、 個 体数 も 構成 も ほ ぼ

正確 に 記録で き る 群れ も い る が 、 全て が そ う い っ た継続確認で き る 群れ と は 限 ら な い。2~
3 年前 に確認 し た群れの生息地で 、 サルの群れ を 見 た場合 、 ふつ う2~3 年前 に確認 し た群
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れ と 推定す る の が 自 然な判断だ。 も ち ろ ん 、 個体識別 し て いれば判断の材料 と な る 。 個体

識別 が で き て い な い場合 は 、 個体数や構成 、 近隣の群れの状態な どで重複 し ない よ う に努

め る 。 重複 し な い よ う に 心が け る こ と は 、 保護管理 を 実施す る 上で大変重要な こ と であ る 。

そ の地域 にすで に 群れの存在 を認定 し て い る 場合 、 同 時観察が で き て い ない以上 、 サルの

群れ を 見た か ら と い っ て 、 新 し い群れ と 軽々 に判断で き な い。 た だ、 報告書に は観察記録を

残 し 、 後 々 の判断の材料 と す る 。 新 し い群れだ 、 いや違 う と い っ た議論 に陥 り が ち だが 、

当NPO法人 は 、 よ り 真実 を 求 め る 上で 、 群れの重複 を極力避 け る こ と を第一 と し慎重 に

判 断 し て い る 。

新 し い群れや群れの重複 を避 け る 理由 は、 安易 に群れ の認定 を し て し ま う と 、 そ の結果が

一人歩 き し 、 猿害対策 に お いて も 、 下北の サルの生態調査 にお い て も 、 基礎デー タ と な っ て

い つ ま で も 残 っ て い く か ら だ。 そ の後 の調査で 、 判断 ミ ス と わかっ た場合、 そ の訂正に かな

り の 時間 、 労力 、 経費 を 費や さ な けれ ばな ら な い。 そ う し た覚悟 も な く 、 軽 々 し く 群れの認

定は で き な い。 そ こ に は慎重 さ が求 め ら れ る 。

③ 群れ の名 称 について

1960 年代下北半島 に は 、A群、0群、B群、Z群、M群、I 群の6 群が確認 さ れて いて 、

そ の 後U群が加 わ っ た 。 現在 、 確認 し て い る 群れは 、 全て こ の7 群か ら の分裂群 と い う こ

と に な る 。 た だ、 群れの数 も 多 く な り 、 生息地が 山深い こ と な どで 、 継続 し て確認で き て

い た と は い え な い。 かな り 長期 間 、 確認が取れて い な い 間 に 、 分裂 を繰 り 返 し 、 出身そ の

も の ま でが わ か ら な く な っ た群れ も 多い。

群れ の名 前 は 、 そ の群れの 出身が わか り 、 いわ ば群れの歴史 を示す も の だ。 以前 、 別 の調

査会 が既存の群れ名 を変更 し て新 し い名 前で報告 し た こ と が あ っ た。 下北の サルの実態 を探

る 上 で紛 ら わ し く わ か り づ ら い こ と を指摘 さ れ 、 既存の群れ名 に直す結果 と な っ た。 た と え

調査 の体制や主体が変 わ っ て も 、 既存の群れ名 を踏襲す る こ と は 、 サルの歴史や現状の分析、

猿害へ の 対策 な ど 、 広 く 下北半島 の サル と 関 わ る 上で 、 根幹 と な る こ と だ。

群れ名 は 、 分裂が確認で き 、2 つ ま た は3 つ に な っ た場合 は 、 アル フ ァ ベ ッ ト の次 に数字

を加 え 、 出身 が わ か る よ う 工夫 し て い る 。 次 々 と 分裂 し て い る 場合 は 、 アル フ ァ ベ ッ ト と

数字 を 交互 に組み合 わせて い る 。 た だ 、 分裂の 際 、 出 身群が判 ら な い群れは 、 発見地点や

流域 を と っ て 、00沢 の群れ と か、00山 の群れ と い っ た地名 、 河川名 な ど を付 け て い る 。

ま た 、 調査 を 実施 中 、 群れ名 と 生息地域 と の 関連 が 分か り やす く す る た め に 、 群れ名 を

愛称で呼ぶ こ と も あ る 。

以上、3 点の こ と に 留意 し て 、NPO法人ニ ホ ンザル ・ フ ィ ール ドス テー シ ョ ン は 、 調査

に 取 り 組み 、 報告書 を作成 し て い る 。
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n 調査結果

1 ． 脇野沢 ・ 川 内地区

A87-A群

2020 年12 月11 日

く 構成 ＞

15:00~15:50 九艘泊集落を東か ら 西へ横断移動時

か 早 計

オ ト ナ 5 18 23
ワ カ モ ノ 5 4 9

4 歳 3 5 8
3 歳 3 3 6
2 歳 4 3 7
1 歳 6 3 ，
Baby 3 7 10

計 29 43 72
72 頭 （内lOBaby) + a

※+a は少 ない

※ オ ト ナ 早l 頭に電波発信機が装着 、 ま た 、 オ ト ナ 阜l 頭に装着 し た電波発信

機は電波 を発信 し て い な い。

A87-B群

2020 年7 月4 日

« 構成 ＞

九艘泊 ー 滝 山線 九艘泊側 の道路の り 面

3 早 不明 計

オ ト ナ 3 10 13
ワ カ モ ノ 2 2 1 5
4 歳 1 2 3

3~4 歳 1 1 2
2~3 歳 2 2
l~2 歳 5 5
Baby 1 2 3
不明 1 1
計 6 16 12 34

34 頭 （内3Baby) + a
※ 九艘泊 ー 滝山線の 自 動車道路の九艘泊側な ら びに滝 山側の 両サイ ドで観察

す る こ と が多い。A87-A群 と の接触では、 常にA87-B群が逃げて い る 。

※ 電波発信機 を装着 し て い る サルはい な い。
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A2-84a 群

2020年9月23 日13:40~13:55
く 構成 ＞

が 早 不 明 計

オ ト ナ 3 6 9
3~4 歳 1 1
2~3 歳 1 1
1~2 歳 3 3
Baby 3 3

計 3 6 8 17
17 頭 （内3Baby)

※ オ ト ナ か の1 頭は 、 群か ら 少 し離れて行動 し て いた。

※ オ ト ナ 早1 頭に赤色の電波発信機装着個体が い る 。

A2-84b 群

2020 年6 月13 日

く 構成 ＞

A2-84c 群

2020 年5 月12 日

く 構成 ＞

I オ ト ナ

9:40~10:30

田 の頭林道 を南か ら 北へ移動時

牛の首岬 の道路 を 南か ら 北へ移動時

が 阜 性不 明 計

オ ト ナ 1 6 7
ワ カ モ ノ 1 2 3
4~5 歳 1 1
3~4 歳 1 2
2~3 歳 2 2
l~2 歳 1 1
Baby 1 1

計 8 8 16
16 頭 （内lBaby)

※ オ ト ナ 早 に赤色 と 青色の電波発信機装着個体2 頭が い る 。

※ 子ザル6 頭がすべて か と 性の偏 り が あ る 。 捕獲の結果の偏 り であ る 。

14:10~15:25 九艘泊地区サル橋南

が一
1

0+-

l

性不 明 計一
2
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ワ カ モ ノ 1 1

6~7 歳 2 2

5~6 歳 2 2

2~3 歳 1 1

Baby 1 1

計 6 1 2 ，
9 頭 （ 内lBaby)

※A~が 出 産 し 、 そ の親子 に が ザルた ち7 頭が つ い て い る 状況。 か と 早 の群

れの 中 で の バ ラ ン ス が悪い。 一時的 な も の で ゆ く ゆ く は か の ほ と ん ど が群

れか ら 離れ る こ と が推測 さ れ る 。 電波発信機の つ い て い な い小 さ な群れ で

あ る こ と か ら 、 そ の発見が難 し い。

A2-85 群

2020 年12 月9 日

く 構成 ＞

d 早 性不 明 計

オ ト ナ 1 8 9
ワ カ モ ノ 2 2
2~3 歳 1 4 5
l~2 歳 4 4
Baby 5 5

計 1 11 13 25
25 頭 （内5Baby)

※ オ ト ナ 早2 頭 に 電波発信機が装着 さ れて い る 。

01-A群

2020 年7 月25 日

« 構成 ＞

10:50~12:05

9:10~9:35

ロ 広地 区 水瀕地工事現場移動 時

国道338 号線海峡 ラ イ ン ゲー ト 北100m地点

が 早 性不 明 計

オ ト ナ 2 8 10
ワ カ モ ノ 1 1 2
5~6 歳 1 1
4~5 歳 1 2 3
3~4 歳 3 3
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2~3 歳 6 6
l~2 歳 4 4
Baby 4 4
不明 1 1
計 3 11 20 34

34 頭 （内4Baby) + a
※ オ ト ナ 早l 頭に電波発信機が装着 さ れて い る 。

01-B 群

2020 年7 月29 日 13:35~13:53 下細間林道出会い よ り 西100mの細間林道

北か ら 南へ横断時

く 構成 ＞

が 早 性不明 計

オ ト ナ 2 6 1 9
ワ カ モ ノ 1 1 1 3
4~5 歳 1 1 4 6
3~4 歳 1 1 2
2~3 歳 4 4
1~2 歳 6 6
Baby 3 3

計 5 8 20 33
--

33 頭 （内3Baby) + a
※ + a は少ない。

※ 電波発信機装着個体はいない。

※ 同 日 、 九艘泊地区でA87-A群 とA87-B群を観察 していた 。

02-A群

2020 年8 月2 日 9:20~10:00 国道338 号線海峡ラ イ ン ゲー ト よ り 北 1. 0 km地点

く 構成 ＞
--

が 阜 性不明 計

オ ト ナ 4 9 13
- --

ワ カ モ ノ 1 1 2
5~6 歳 1 1 2
4~5 歳 1 2 3
3~4 歳 1 1 3 5
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2~3 歳 3 3

l~2 歳 5 5

Baby 4 4

計 8 10 19 37
37 頭 （ 内4Baby) + a

※ 電波発信機装着個体 はい な い。

※ オ ト ナが に 鼻先欠損個 体が い る 。

※ 国道338 号線海峡 ラ イ ン の ゲー ト か ら 大荒川 林道入 り 口 ま で かな り 広い範

囲 を遊動 し て い る 。

02-B群

2020 年12 月11 日

く 構成 ＞

「道 の駅」 南 国道338 号線東 の水 田 跡 を移動時

か 牟 性不 明 計

オ ト ナ 5 14 19

ワ カ モ ノ 2 2 4
3~4 歳 2 2
2~3 歳 2 2
1~2 歳 1 1 2
Baby 4 6 1 1 1

計 12 22 6 40
40 頭 （ 内llBaby) + a

※+a はま だ数頭はい る 。 オ ト ナ 阜 の数に 比べて 子ザルの数が少 な い。 ま た 、

同 日 群れが かな り 広が っ て いた こ と か ら 、 観察で き な か っ た個体が い た。

※ 電波発信機装着個 体はい な い。

男川A群

2020 年7 月31 日10:30~10:45 男川林道 の蛎崎雨最観測局南200m地点

西 か ら 東へ移動時

く 構成 ＞

ざ 早 性不 明 計

オ ト ナ 4 4
ワ カ モ ノ 3 3
4~5 歳 1 1 2
2~3 歳 2 2
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l~2 歳

計 ー

1-
11

l-
12

12 頭十a
※ Baby が全 く 観察で き て い な い こ と な どで、 ＋a は ま だま だいそ う 。

※ 電波発信機装着個体はい な い。

※ こ の群れが 宿野部川 流域ま で遊動 し て い る と 思われ る 。

男川B 群

2020 年8 月23 日 9:10~10: 15 国道338 号線海峡 ラ イ ン の石碑付近か ら 男川 流域板家

戸沢へ下 る 時

く 構成 ＞

が 牟 性不 明 計

オ ト ナ 2 7 9
ワ カ モ ノ 1 1
4~5 歳 1 2 3
3~4 歳 2 2
2~3 歳 1 1
l~2 歳 1 3 4 ---
Baby 3 3- -

計 5 10 8 23
23 頭 （ 内3Baby) + a

※ 電波装着個体はい な い。

※ 観察地点 が 国道338 号線海峡 ラ イ ンで あ り と02-A 群 と 競合 し て い る が 、

構成 の 違いや鼻先欠損 の オ ト ナか がい な かっ た こ と 、 それに男川 の板家戸

沢へ降 り て行っ た こ と な どか ら 男川 の群れ と 判断 し た。

M2-B 群

そ の1
2020 年11 月23 日 10: 15~10:30 県道川 内 一佐井線カ モ シカ ラ イ ン の ス ノ ー シ ェル タ

ー工事現場付近

く 構成 ＞

が 早 性不 明 計

オ ト ナ 1 3 4
3 歳 2 2
2 歳 3 3
1 歳 2 2

，



Baby

計 ー 3

l-
8

1-
12

12 頭 （内1Baby)+a
※ 電波発信機装着個体は い な い。

そ の2
2020 年12 月5 日 10:05~10:40 県道川 内 一 佐井線 カ モ シカ ラ イ ン 目 名 林

道 出 会 い北500m地 点

構成 と れず 20 頭 （ 内lBaby) + o:

※ オ ト ナ か が3 頭 は確認。

※ 電波発信機装着個 体 は い な い。

そ の3
2020 年11 月25 日 10:35~13:55 県道川 内 一 佐井線カ モ シカ ラ イ ン の 大戸 ケ淵小公

園 近 く の川 内 川右岸 を 南 下 時

く 構成 »

が 早 性不 明 計

オ ト ナ 3 6 1 10

ワ カ モ ノ 1 4 1 6
4 歳 1 1
3 歳 2 2
2 歳 2 2
1 歳 4 4
Baby 2 2

計 4 10 13 27
27 頭 （ 内2Baby) + a

※ オ ト ナ 早l 頭 に 電波発信機が 装着 さ れ て い る 。

安部城北の群れ

2020 年12 月18 日 10:45~11:35 県道川 内 一 佐井線 カ モ シ カ ラ イ ン川 内川 発電所の川

の 両岸 に広 が っ て い る

く 構成 »

か 早 性不 明 計

オ ト ナ 5 13 1 19
ワ カ モ ノ 2 3 4 9
3~4 歳 4 4

10



※ 電波発信機装着個体はいない。

11

57
l

57 頭 （ 内7Baby) + o:
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2 大畑 ・ 薬研地 区

●査の概要

2020 年12 月22 日 か ら12 月25 日 の4 日 間 、 そ れ に12 月21 日 の 調査員集合 日 と12 月

26 日 の解散 日 の移動 日 も 調査 を 実施 、 調査員5 名 で6 日 間 、 大畑川 流域 を 中 心 と し た調査

を 実施 し た。

積雪 の 状況 は 、 調査 に は最 も 適 し た積雪 で 、 足跡 の残 り も 十分 で あ り 、 コ ンデ ィ シ ョ ン

と し て は 最 良 だ っ た 。 大畑川 流域 な ど 山 奥 で の 調 査 に は か ん じ き を 使用 し て の 入 山 が 可能

な状況 だ っ た 。

調査期 間 中 、 比較的穏やか な 日 々 が続 き 、 足跡 に よ る 確認 に は適 し て い た 。 車で通行可

能 な 道 路 は 車で の パ ト ロ ール 、 林道及 び歩道 で は踏査 を 主体 と し 、 直接観察 に 心 が け 、 発

見時 に は 追跡 し 、 群れ の 個 体数 ・ 構成 の 把握 に努 め た 。 ま た 、 足跡 、 食痕 、 フ ン 等 の フ ィ

ール ドサ イ ン も 参考 に 調査 を 実施 し た 。

調査員名 簿

伊沢紘生

清家多慧

建川 洋二

中 山 裕理

松 岡 史 朗

NPO法人 ニ ホ ン ザル ・ フ ィ ール ド ス テ ー シ ョ ン

京都大 学理学部博士課程2 年

NPO法人 ニ ホ ン ザル ・ フ ィ ール ド ス テ ー シ ョ ン

NPO法人 ニ ホ ン ザル ・ フ ィ ー ル ド ス テ ー シ ョ ン

調査結果 調査 日 、 な ら び に 各 パ ーテ ィ 毎 に 時系列 に 報告す る 。

12 月21 日

・ 調査集合 日 、 下 見 の た め 車で パ ト ロ ー ル 中 、 宮 後 牧野東 、 椛 山 地 区 の 木工所 の 裏 で 北 か

ら 南へ移動す る 足跡31 頭 ＋a を カ ウ ン ト 。 電波発信機の 情 報 か らS1-A 群 と し た 。 ま

た 、 小 目 名 集落東200m地点 で東か ら 西へ移動す る18 頭 ＋a の 足跡。 確認場所 と 足跡 の

数か らKo-Bl 群 （ハ イ ロA 群） の 可能性大。 ま た 、 薬研 一 佐井線 の貯木場東300m地 点 で

2 日 ぐ ら い前 の 複数頭 の 足跡 を 確認 し た 。

12 月22 日

• 朝s:oo~8:20 むつ 市川 代地 区 の 調査宿泊 地 と し て い る 民宿汽船荘 の 西 で サ ル の 群れ を確

認。 国 道279 号線 を 北 か ら 南へ横断時 に18 頭 十 a: (2 組の親子） を カ ウ ン ト 。Ko -A2 群 （イ

ロ ハB 群） の そ の2
・ 車3 台 で薬研 一 佐井線 を 通行 中 、 上獅子沢林道 出 会 い地点 で北 か ら 南へ林道 を横断す る 足

跡57 頭 ＋aは41 、 中11 、 小5)を 確認。I3-A 群。

・ 薬研 ー 佐井線 を 車 で調査 し た グルー プ は 、 佐井 と の境界 を越 え た あ た り で11 頭 の 足 跡 と
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追従012 頭の足跡を確認。 ま た 、 稜線佐井側で2 頭分の足跡を確認 し た。 佐井地区側であ

る た め参考 と して記録す る 。 薬研ー 川 内線の調査 は、 長次郎 出会いま で車で調査、 その先 、

重兵衛沢林道 と 上狭沢林道 を踏査。 上状沢林道 1.5 km地点 の貯木場を南か ら 北へ移動する

サルの群れ を 目 視、31 頭を数え る が 、 すで に移動 し て いた サル も いた こ と か ら 足跡をカ

ウ ン ト 、48 頭 ＋a を カ ウ ン ト す る 。M2_A2 群（上状川 の群れ）。 囲井沢林道の調査は車で

行 け る と こ ろ ま で入 り 、 そ の後 は踏査 を し 、 囲井沢 の 二股を 奥ま で調査 し た。 二股近 く で

1 頭分 の足跡 を確認す る 。

・ 調査終了 で帰路 中 に21 日 に足跡を確認 し た貯木場東300m地点で樹上に い る3 頭のサル

を 目 撃 、 現状で は群れ名 は不 明 。 も う 少 し い る よ う だが確認はでき なかっ た。

12 月23 日

・ 薬研 ー 川 内線の 囲井沢 出会い ま で 、 薬研 ー 佐井線の 市町村境ま で を 車で調査、 そ の後 、 右

衛門 四 郎沢林道 と 弥一郎沢林道 を踏査 、 調査終了 の帰路 、 昼飯場林道 を踏査。 右衛門 四郎

沢の林道終点付近で3 日 前 ぐ ら いの22 頭 ＋a の群れ名 不明 の足跡。 南か ら 北へ移動 し て

いた。 弥一郎沢林道で は弥一郎五号橋 と 中 の沢橋間 を東か ら 西へ林道 を横断す るM2-A
1 群（弥一郎沢 の群れ）45 頭 ＋a の本 日 午前 中 の 足跡 を確認 し た。 ま た 、 帰路に薬研橋東

100m地点で8 頭 十a (lBaby、1 老 早 を含む）足跡か ら14 頭＋a を確認 し た。 場所 と 個体

数か らKo-B2 群（ハイ ロB 群）。

・ ニ階橋林道 、 深沢林道 、 大 曲 林道（少 し入 る ） 、 三太郎林道、 薬研 ー 川 内線の は し ご沢林道、

長次郎林道 に車で入 る 。 は し ご沢林道 の車止 め よ り2.0 km入 っ た地点で昨 日 分の13 頭 ＋

a の足跡、 長次郎林道 の入 り 口 よ り 1.8km地点で昨 日 分の18 頭 ＋a の足跡を確認。 両群

と も 現状で は群れ名 不 明 。

・ 小西股林道 、 大西股林道、 赤滝林道 を 車で調査。 サル情報な し。 葉色沢林道で14:14~15:0
に5 頭 を 目 撃 、 足跡か ら25 頭 ＋a を確認。 場所 と 個体数か らKo-Bl 群（ハイ ロA群）。

• 上近藤沢林道 、 下近藤沢林道、 新右衛門沢林道 、 上獅子沢林道 を踏査。 前 日 に家運度 し た

57 頭 ＋a の 足跡の来た方向 と そ の後 の行 っ た方向 を確認で き た。

12 月24 日

・ ウ グイ 滝林道 、 大畑川左岸薬研温泉北 の林道 を踏査。 ウ グイ 滝林道の採石場奥100m地点

か ら 朝比奈橋2 号橋 ま での 間 で東か ら 西へ移動す る 本 日 分の足跡27 頭十aけこ17 、 中9 、

小1)。 かな り 広い範囲 で渡 っ て い て 足跡の重な り は少な く 、 カ ウ ン ト 結果 はア カ ン ボ ウ

の数だ け が カ ウ ン ト さ れて い な い ぐ ら い。 場所 と 個体数か らKa 群。 ま た。 朝比奈大橋南

200m地点 で南か ら 林道 を 北上する1 頭分の足跡。 逆走 し て 足跡 を追跡す る と 1.0kmほ ど

足跡は続 き 左岸側か ら 出 て いた。

・ 囲井沢林道 、 三太郎沢林道 を 車 と 徒歩で調査。 囲井沢西側 の沢の上流部で昨 日 の も の と 思

われ る 足跡、23 頭＋a （大20 、 中2、 小1)確認す る 。 北上 し て いた。 東側の沢 を踏査す る
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と 分岐 よ り600m地点 の 左岸 で2 歳 o'l 頭 を 目 視 、 群れの サルの 鳴 き 声 も23 頭 ＋a の足

跡 と 繋が る 。 こ の足跡 は 、23 日 に は し ご沢林道 の 車止 め よ り2.0 km入 っ た 地点確認 し た

13 頭 ＋a の足跡 と 繋が り 、M2-A3 群（囲井沢 の群れ）。 三太郎 沢 で は入 り 口 か ら600m地

点で本 日 分の 足跡1 頭 を確認 、 左岸 か ら 出 て き て左岸へ戻 る 動 き を し て い た。

・ 釜の沢林道 を 車で調査。8:50~9:30 入 り 口 よ り 約 1.5 km地点で6 頭 を 目 視 ， そ の 後 、9:45
~10:33 ゼ ンマ イ 橋 の300m下流の左岸 に 広が る36 頭 を カ ウ ン ト 。 オ ト ナ 早 に 白 っ ぽい

電波発信機 を 装着 し た個 体 を確認 しKo-A1 群（イ ロ ハA 群） と す る 。 追従 r3"'9 頭 を加 え る

と45 頭 を確認す る 。 ま た 、371 ヒ° ー ク 北東の 地点 、 ゼ ンマ イ 橋 よ り 1.0km地点 で 昨 日 分

の24 頭分（大11 、 中7 、 小6)の 足跡 を確認 、 南東か ら 北西 に 向 か っ て い た 。 場所 と 個 体

数 よ りS2 群（恐 山 の群れ） 。

12 月25 日

・ 薬研ゲ ー ト ま で ， 新 田 地 区 の 送電線下 ま で踏査 。 川 代 一 高梨農道 で構成 は取れ な か っ た

がKo-A2 群そ の1 （イ ロ ハB 群）43 頭 ＋a を カ ウ ン ト 。 電波発信機装着老 早 は よ ぼ よ ぼ 、

かな り 衰弱 し て い る 。 ま た 、 発信 し て い る 電波 も 微弱 で電池切 れ寸前 と い っ た 状況。 そ

の後 、 国道279 号線 を 下北 自 然 の家ま で車で調査 、 二枚橋 地 区 の 畑 でl2-A2 群（ キ ノ ッ

プB 群）7 頭 ＋a の 昨 日 の 足跡。 そ の 後 、 薬研温泉郷で昨 日 釜 の 沢林道 で観察 し たKo­
Al 群（イ ロ ハA 群） を24 頭 ＋a を カ ウ ン ト 傭川 氏） 。 途 中 か ら の カ ウ ン ト で フ ルで は な か

っ た。

・ 薬研 ー 川 内 線 の長次郎 出 会 い ま で 、 薬研 一 佐井線 の 市町村境 ま で 、 囲 井沢林道 、 弥—良B
沢林道 を 車 と 徒歩で調査。 囲井沢林道 の 二股手前で東 か ら 西へ移動す る20 頭 ＋a の 足 助： 。

昨 日 分 と の足跡 の ト レ ー ス が続かな い状況。 囲井沢 の 中 に 二 つ の群れが い る こ と に な る 。

今 回 の調査 で は 昨 日 の23 頭 ＋a の 足跡 を 囲井沢 の 群れそ の1 、 今 日 の20 頭 ＋a の 足助：

の群れ を 囲井沢 の群れそ の2 と す る 。

・ 薬研 一 佐井線 の 市町村境 、 三太郎 沢林道 、 二 階滝林道 を 車 で調査。 薬研 ー 佐井線 貯守オく

場 を 南か ら 北へ移動す る 昨 日 の午後 に つ い たKo-B2 群 （ハイ ロB 群）13 頭の 足跡。 J::狛f

子沢林道 出会 い で北 の 近藤沢側か ら 南へ本道 を移動 す る 昨 日 の 午後 の41 頭 ＋a の 足跡；。

現状 で は 不 明群。 ま た 、 三太郎 沢林道入 り 口 よ り300m地点 で昨 日 の午後 に つ い た17 罪i

+ a: の 足跡。 場所か らM2-A4 群 （三太郎 沢 の群れ） だ ろ う 。

12 月26 日

・ 薬研 一 佐井線の三太郎 沢 出 会 い ま で車で調査。25 日 に 不 明 と し た41 頭 の 足跡 の 詳細 を

調査 、 調査初 日22 日 に確認 し た13-A 群57 頭 の 足跡 と 判 明 し た 。
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《群れ毎の ま と め》

12-Al 群 （ キ ノ ッ プA 群）

今調査期間 中 、 群れの葎認はで き なかっ た。

※ テ レ メ を装着 し た個体が いな く な り 、 群れの発見や同定が困難 と な っ てい

る 。 ま た 、 下風 呂 地 区 あ た り を遊動す る こ と が あ り 、 調査 中 に発見でき な

い場合が 多 く な っ て い る 。

l2-A2 群 （ キ ノ ッ プB 群）

事前調査 2020 年11 月16 日 14:05~14:55 木野部峠 ハーモ ニー橋

構成 と れず 7 頭十a
※2020 年12 月25 日 二枚橋地区の畑 で）7 頭＋a の 昨 日 の足跡を確認

12-C 群

今調査期 間 中 、 群れの確認はでき なかっ た。

13-A 群

構成 と れず 2020 年12 月22 日 薬研 一 佐井線、 上獅子沢林道 出会 い地点。 北か ら

南へ林道を横断する 昨 日 分の足跡

57 頭 は41 、 中11 、 小5)+a 促跡］

※ 足跡は昨 日 の も の。

Ko-AI 群 （ イ ロ ハA群）

く 構成 ~ 2020 年12 月24 日8:50~10:33 釜の沢林道 ゼ ンマイ 橋付近左岸

〶 早 性不 明 計

オ ト ナ 7 14 21
ワ カ モ ノ I 1

4 歳 2 2 4
3~4 歳 1 1
3 歳 4 4
2 歳 3 3
1 歳 5 5
Baby 3 3
不 明 3 3

計 10 14 21 45
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※ 白 色の テ レ メ を 装着 し た オ ト ナ 早 を確認。 テ レ メ は発信 し て い な い。 白 色のテ レ

メ は首輪そ の も の も 毛で覆われて いて わか り づ ら く 、 白 色 も 黒 っ ぽ く 見 え く すん

だ 白 色 な の で 、 わ か り づ ら い。

※45 頭 に は追従か を含む。 追従か はオ ト ナ4 、 ワ カ モ ノ1 、4 歳1 、 足跡大1 、 中2
の計9 頭

Ko-A2-A 群 （イ ロ ハB-1 群）

構成 は と れな かっ た。

2020 年12 月25 日 10:05~11:00 川 代 一 高梨農免 道 路

43 頭（内3Baby)+ a
※ 老 メ ス に電波発信機が装着 さ れて い る が よ ぼ よ ぼで衰弱 し て い る 。 ま た 、 こ の メ

ス の 電波 か ど う かは不 明 だ け ど 、 か な り 微弱 で電池切れ寸前状態だ。

Ko-A2-B 群 （イ ロ ハB-2 群）

く 構成 ~ 2020 年12 月22 日8:00~8:20 川 代 地 区 民宿汽船荘西100m
か 早 性不 明 計

オ ト ナ 3 4 7
ワ カ モ ノ 2 2
2~3 歳 2 2
1~2 歳 1 1
Baby 2 2
不明 4 4

計 3 6 ， 18
18 頭（内2Baby) + a

※ + a は少 な い 。

※Ko-A2 群 （ イ ロ ハB 群） は昨年か ら そ の1 と そ の2 と し報告 し て い る が 、 今年

も 同様 の結果 と な っ た 。 分裂 と み な し てKo-A2-A 群 （イ ロ ハB-1 群）Ko-A2
-B 群 （イ ロ ハB-2 群） と す る 。

Ko-Bl 群 （ハイ ロA 群）

構成 は と れず 2020 年12 月23 日 14:14~15:00 葉色沢

25 頭（内lBaby)+ a ［ 目 視 足跡 】

※ 電波 を発信 し て い な い黄色 の テ レ メ を付 け たA早 が い る が確認で き な か っ た 。

※ 目 視でオ ト ナ8'2 、 オ ト ナ 早1、3歳1、2 歳1 の5 頭は確認 し て い る 。
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Ko-B2 群 （ハイ ロB 群）

く 構成 ~ 2020 年12 月23 日14:30~14:35 薬研橋東100m地点

3 早 性不明 計

オ ト ナ 5 5
3~4 歳 1 1
1~2 歳 1 1
Baby 1 1
不 明 6 6

計 5 ， 14
14 頭（内lBaby) + o: ［ 目 視 ・ 足跡】

※ 不明6 は足跡 に よ る 頭数

※ 電波発信機装着個体は い な い。

Ka 群

構成 と れず 2020 年12 月24 日 ウ グイ 滝林道 砕石場南100m地点か ら

朝比奈橋2 号橋ま での 間

27 頭伏17、 中9、 小l)+a 【 足跡】

※+a は少 な い。 足跡 は本 日 分。

※ 足跡の重 な り は ほ と ん ど な い。

M2-Al 群 （ 弥一郎沢の群れ）

構成 と れず 2020 年12 月23 日

※ 足跡は本 日 分。

弥一郎沢林道 弥一郎五号橋 と 中 の橋間

45 頭 (jc 31 、 中11、 小3)+ ci 【 足跡】

M2-A2 群 （ 上状沢の群れ）

く 構成 ~ 2020 年12 月22 日13:20~13:45 上状沢林道 1.5 km地点 貯木場

か 早 性不明 計

オ ト ナ 4 8 12
ワ カ モ ノ 1 3 3 7
3~4 歳 1 2 3
2~3 歳 3 3
1~2 歳 3 3
Baby 3 3
不 明 17 17

計 5 12 31 48
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48 頭（内3Baby) + a ［ 目 視 ・ 足跡 】

※ 目 視 は31 頭 で そ の 後 、 足跡 を カ ウ ン ト 。 性 、 年齢不 明 が17 頭 と 多い の は足 跡

に よ る カ ウ ン ト 。

M2-A3 群 （ 囲 井沢 の群れ）

M2-A3 群 （ 囲 井沢 の 群れ） そ の1
構成 と れず 2020 年12 月24 日 囲 井沢 の 分岐西側 沢 ピ ー ク503 南 の 林道

23 頭（大20 、 中2 、 小1)+ a 【 足跡 】

※ 足跡 は 昨 日 の も の 。 ＋a は ま だ ま だ い そ う 、 足跡 の 重 な り が あ っ た 。

M2-A3 群 （ 囲 井沢の 群れ） そ の2
構成 と れず 2020 年12 月25 日 囲 井沢分 岐 北 右岸 か ら 下 り て き た も の

20 頭 ＋a 【 足跡 】

※ 足跡 は 昨 日13:00 以 降 に つ い た も の 。

※ そ の1 と は別 。 足跡 が つ な が ら な い 。 囲 井沢 の 中 に2 つ の 群れが い る こ と に な る 。

今 回 の 報告 で は 囲 井沢 の 群れそ の1 と そ の2 と し て お く 。

M2-A4 群 （ 三太郎沢 の 群れ）

構成 と れず 2020 年12 月25 日

※ 足跡 は 昨 日 の 午後 に つ い た も の 。

S1-A 群 （新 田A 群）

構成 と れず 2020 年12 月21 日

※ 足跡 は 昨 日 の も の 。

S1-B 群 （新 田B 群）

今調査期 間 中 、 群れ の 確認 は で き な か っ た

三太郎 沢林道 起 点 よ り 南へ600m ほ ど入 っ

た 地点 右岸 か ら 左岸へ移動

17 頭（大5 、 中7、 小4、Babyl)+ o: 【 足跡 】

椛 山 地 区 、 山 田 建材 の 裏。

31 頭 ＋a 【 足跡 】

S2 群 （恐 山 の群れ）

構成 と れず 2020 年12 月24 日 釜 の 沢林道 中 流 ヒ° ー ク371 北東地 点 道 路

を 南東 か ら 北 西 へ横 断

24 頭（大11 、 中7 、 小6)+ a 【 足跡 】

※ 足跡 は 昨 日 の も の 。
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《 不 明 群① 》

構成 と れず 2020 年12 月23 日 右衛門 四郎沢林道終点地点

22 頭＋a 【足跡J

※ 足跡は2~3 日 前の も の。

《 不 明 群② 》

構成 と れ ず

※ 足跡は昨 日 分。

2020年12 月23 日 長次郎沢林道入 口 よ り 1.8km地点

18 頭＋a 【足跡］

ハ ナ レ ザル

• 2020 年12 月22 日

• 2020 年12 月24 日

囲井沢林道分岐近 く で1 頭分の足跡。 林道を行き 来 していた。

ウ グイ 滝林道 朝比奈大橋奥200m地点1 頭分の足跡。 本 日 分左岸

よ り 下 り て き て林道 を 1.0kmほ ど北へ移動 し右岸方向へ移動。

［ 参 考 ］ 佐井地区の領域

構成 と れず 2020年12 月22 日 薬研一佐井線 市町村境を越えた地点。

13 頭は6、 中4、 小1十 追従a-,2) 【足跡】

構成 と れず 2020 年12 月22 日 薬研一佐井線 市町村境を越え天狗岩林道

2 頭（中2) ［足跡】
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2020 年 冬季ニ ホ ンザル調査 大畑 ・ 薬研地 区 サル情報 そ の1
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3 補足調査結果

12-A2 群 （ キ ノ ッ プB 群）

く 構成 ~ 2020 年12 月28 日11:30~12:05 二枚橋小学校近 く の畑

が 早 性不明 計

オ ト ナ 1 3 4
ワ カ モ ノ 1 1
3~4 歳 1 1 2
1~2 歳 1 1
Baby 1 1

計 2 4 3 ，
※ 電波発信機装着個体はい ない。 フルカ ウ ン ト 。
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m ま と め

2020 年度むつ市管内の ニホ ンザル生息実態調査の結果を報告す る 。

群れ名 個体数 調査 日 調査地 2019年度

1) A2·84a 群 17 頭(3B) 2020·9·23 田 の頭林道 14頭＋a （2B)
2) A2·84b 群 16 頭 (lB) 2020·6·13 牛の首岬道路 25頭(4B)
3) A2·84c 群 9 頭(lB) 2020·5·12 九艘泊地区サル橋 未硫認

4) A2·85 群 25 頭(5B) 2020·12·9 ロ 広地区 50頭＋ a:(9B)
5) A87·A群 72 頭＋a 2020·12·11 九艘泊地区集落 73頭 (JlB)

(lOB)
6) A87·B群 34 頭＋a (3B) 2020·7·4 九艘泊 ー 滝山線 35頭＋a(6B)
7) 01-A 群 34 頭＋a (4B) 2020·7·25 国道338 号線ゲー ト 北 40頭＋a(BB)
8) 01-B 群 33 頭＋a (3B) 2020-7·29 細間林道 28頭＋a(5B)
9) 02-A群 37 頭＋a (4B) 2020·8·2 国道338 号線 M字カ ー 51 頭＋a(llB)

ブ

10) 02-B 群 40 頭十a 2020-12-11 国道338 号線東 七引 地 そのI
(llB) 区 14頭＋a （2B)

その2
ヽ ＇ 20頭 (2B)

麟ヽ•

11) 男川A群 12 頭十a 男川林道 中流部 27頭＋a(3B)2020·7·31
12) 男川B 群 23 頭十a(3B) 2020-8-23 国道338 号線 石碑

13) M2-B群 12 頭十a(lB) 2020·11·23 県道川 内 一 佐井線 工事 4頭＋a
その1 現場

M2-B群 20 頭十a(lB) 2020·12·5 県道川 内 一 佐井線 目 名 57頭＋a(J2B)
その2 林道入 口 付近

M2-B群 27 頭 十 o: (2B) 2020·11·25 県道川 内 一佐井線 大戸 11 頭＋a
その3 ケ淵小公園右岸

14) 湯 の小川 沢 未確認 未確認

の群れ

15) 安部城北 の 57 頭十a(7B) 2020·12·18 県道川 内 一 佐井線 川 内 63頭

群れ 川発電所

16) 12 -Al 群 未確認 未確認

（ キ ノ ッ プA 群）

17) 12 -A2 群 9 頭(lB) 2020·12·28 二枚橋小学校 奥の畑 7頭＋a(JB)
（ キ ノ ッ プB 群）

26



18) I2·C 群 未確認 未破認

19) Ka 群 27 頭 十a 2020-12-24 ウ グイ 滝沢林道 15頭＋a (2B｝

【 足跡 】

20) Ko-Al 群 45 頭 十a 2020·12·24 釜の沢林道 ゼ ンマイ 橋 20頭 (SB)
（イ ロ ハA 群） (3B) 付近

21) Ko-A2-a 群 43 頭 十a 2020-12-25 川代一 高梨農免道路 48頭＋a(JB}
（イ ロ ハB·l 群） (3B). ／足辟 ・ 男撹J

22) Ko-A2-b 群 18 頭 十a(2B) 2020·12·22 川代地区 17頭＋a(JB)
（イ ロ ハB-2 群） ／足駆J

23) Ko - Bl 群 25 頭 十a(lB) 2020·12·23 葉色沢 17頭＋a
（ハ イ ロA 群） 【 目 視 ・ 足跡 ／尼駆J

24) Ko-B2 群 14 頭 十a(lB) 2020·12·23 薬研橋東 未硫諮
（ハ イ ロB群） 【 目 視 ・ 足跡l

25) I3~A群 57 頭 十a 2020·12·22 薬研 一佐井線 上獅子沢 48頭＋a
【 足跡 】 出会い付近 I足銃J

26) M2·Al 群 45 頭 十a 2020·12·23 弥一郎沢林道 中流部 未舘認
（弥 一 郎 沢 の 群れ） （ 足跡 】

27) M2·A2 群 48 頭 十a(3B) 2020·12·22 上状沢林道 未確認
（上秋 川 の 群 れ） （ 目 視 ・ 足跡l

28) M2-A3 群 23 頭 十a 2020·12·24 囲井沢林道分岐西股 未葎晟

そ の1 【 足跡l
嘩 沢 の 群 れ）

M2·A3 群 20 頭 十a 2020·12·25 囲井沢林道分岐北

そ の2 【 足跡 】

（ 囲 沢 の 群 れ）

29) M2·A4 群 17 頭 十a (lB) 2020·12·25 ニ太郎沢林道 9頭＋a ［足跡）

（ 三 太 郎 沢 の 群れ） 【 足跡 】

30) S1 -A群 31 頭 十a 2020-12-21 椛山地区 36頭＋a(JB)
（ 新 田A 群 ） 【 足跡l

31) S1 - B 群 未確認 16頭＋a(JB)
（ 新 田B 群 ） ［足跡 ・ 目視1

32) S2 群 24 頭 十a 2020·12·24 釜の沢林道 中流部 未確認

（恐 山 の 群 れ） 【 足跡 】

B群 未調査 ~36頭＋c ＞

2005·8·4
長右衛門林道
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u群 未調査 1:52頭＋a
(13B)~

2012-8-6
牛滝集落周辺

不 明 群① 22 頭 十a 2020·12·23 右衛門 四 郎沢林道終点

【 足跡 】 地点

不 明群② 18 頭 十a 2020·12·23 長次郎沢林道

（ 足跡 ］

参考 13 頭 十a 2020-12-22 薬研 ー 佐井線 市町村境

（ 足跡l 佐井側

※ 2020 年度 ニホ ンザル生息実態調査は 、 コ ロ ナ ウ ィ ルス感染防止対策 で 、 従来の よ う な 人

を集め て の 一斉実態調査はで き な か っ た。 た だ 、 脇野沢 ・ 川 内地 区 は 、 地元調査員 の 通年

に お け る サル の群れの調査観察か ら 得 ら れたデー タ を精査 、 分析 し て 報告す る こ と に し た 。

ま た 、 大畑 ・ 薬研地区は 、 少人数で従来の調査 を 実施 し た。

※ 脇野沢 ・ 川 内 地区の群れは電波発信機が装着 し て い る 群れや、 群れに 特徴の あ る サルが い

て 、 群れの 同 定が 可能 な群れが多 く 、 群れの 重複 の 可能性が少 な い こ と も あ り 、 ま ず ま ず

の結果が得 ら れた。 た だ 、 やは り 一斉調査で同 日 同 時刻 に群れ の観察 をす る と い う 基本 は

必要 と 思われ る 。 大畑 ・ 薬研地 区 は 、 薬研 ー 佐井線で工事 ・ 伐採の現場が あ り 、 除雪が さ

れて い る こ と や積雪 の 状況か ら 林道 の 奥ま で車で入山 で き た こ と な ど で 、 か な り 精度 の 高

い結果が得 ら れた 。

※ 薬研 — 佐井線で道路 の補修工事、 薬研 — 易 国 間線で伐採並びに搬出 と 、 人や重機 、 大型 ト

ラ ッ ク の往来が頻繁 に あ り 、 サル の 生息 に も 少 な か ら ず影響が あ る も の と 思われ る 。

※ B 群 ．u群 は 、 むつ市管 内 の サルの群れで は な い こ と で 、 一覧表 に は入れな い が 、 調査 の

継続か ら 掲載す る 必要が あ る と し記載す る 。 た だ、 近年 、 確認で き て い な い 。 調査地域外

の薬研 ー佐井線の佐井地 区側で13 頭 ＋a の 足跡 、 天狗岩付近で2 頭分の 足跡 を確認 し た 。

参考資料 と し て 記載す る 。

《 各群れ ご と の コ メ ン ト 》

※ A2·84a 群 は 、 捕獲が進み個体数が17 頭 と 減少 し て い る 。 オス ザルの群れへ の追従 で個

体数に若干の増減が あ る 。 野猿監視員 に よ る 群れの管理が 出 来て い る 。 遊動域 を 口 広沢 ま

で東進 、 国道338 号の 両側 を遊動域 と し て い る が 、 東側サイ ドヘ シ フ ト しつつ あ る 。

※ A2·84b 群 は芋 田 地区か ら 国道338 号線の西側 ま でが遊動域 、 主に は瀬野地 区 、 新井 田 地

区 、 寄浪地 区 、 蛸 田 地 区、 牛の 首岬周 辺 の 県道沿 い で あ る 。 個体数が16 頭だが子ザルや

28



ワ カ モ ノ が オス ばか り で 、 性の偏 り が あ る 。 今後 、 タ グループ と し て離れ る こ と が予測 さ

れ る 。

※ A2·84c 群 は 、 オ ト ナ 早 が 出産 、 そ の親子 と7 頭のオス で構成 さ れてい る 。 オス と メ ス と

の群れ内 でのバ ラ ンス が悪 く 、 一時的 な も の で ゆ く ゆ く はオス が群れか ら 離れて い く こ と

が推測 さ れ る 。 個体数が少 な く 、 群れの存続 も 疑われ、 今後 の観察で群れの消滅に な る 可

能性 も あ る 。 寄浪地 区か ら 蛸 田 地 区の海岸線で観察す る こ と が多いいが 、 電波発信機装着

個体 も い な く 、 夏季な ら びに 冬季調査期間 中 に確認する こ と は極 め て難 し い。

※ A2·85 群は 、 前年度 ま で は分裂の 可能性が 高 い状況だ っ た が 、 大型檻での捕獲が進み、25
頭ま で個体数が減少 し て い る 。 以前は広い遊動域で宿野部地 区 ま で東進 し ていたが 、 今後

は東進す る ス ビー ト は緩む も の と 推測でき る 。 ま た 、 隣接す るA2·84a 群 も 個体数が減少

し て い る こ と か ら 、 両群の接触機会 も 減っ て く る も の と 推測で き る 。

※ A87 -A 群 は 、 九艘泊 ・ 芋 田 地区 を 中 心 に瀬野林道ま で を 主な遊動域 と し て い る 。 瀬野川

流域を利用 す る 機会が 多 く な っ て い る 。 調査 ・ 研究が進んでい る 群れで今後 の保護管理や

サル と の共生 に お いて も に貴重 な群れ と い え る 。

※ A87 -B 群 は 、 九艘泊 ・ 芋 田 地 区か ら 中 細 間 ・ 穴間 ・ 青石 と 、 南北 に広 く 遊動 し て い る 。

A87·A 群や0 群関連の群れ と 遊動域が包含 して い る 。

※ 01-A 群 は 、 電波発信機が装着 し て い る た め 、 群れの 同 定が可能な群れで あ る 。 今後 の

調査で遊動域が確定 し て く る だ ろ う 。 細間林道 、 細間牧場を 主な遊動域 と し て い る が 、 七

引 地 区 、 滝 山 地 区 、 片 貝 地区 、 源藤城地区の 国道338 号の西側 で出没す る こ と が多い。

滝 山 地区 、 片 貝 地 区や源藤城地 区の電気柵の畑 に 出没 し て い る 。 今後 の動 向 を 注視 し な け

ればな ら な い し 、 畑 か ら 追い上 げ る な どの 対策が急がれ る 群れで あ る 。

※ 01 -B 群 は 、 電波発信機がつ いて お ら ず実態 を つ かむ の が難 し い群れで あ る 。01 -A群

よ り も 西側 、 西海岸線側 に分布 し て い る 。 人 と の接触は少な く 、 人 と 出会 う と 逃げ る 群れ

で あ る 。

※ 02-A 群 は国道338 号線海峡ラ イ ン の大荒川 林道入 口 あた り を 北限 と し 、 武士泊林道、

海峡 ラ イ ン の ゲー ト 入 口 、 男 川 上流部（板家戸沢 よ り 上流）ま で 、 東西南北に広 く 遊動 して

い る 。 鼻先 に傷が あ る 特徴の あ る オ ト ナか がい る が 、 電波発信機が未装着 な群れであ り 、

な かな か実態 を つかむの が難 し い。
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※ 02-B 群は 、 田 の頭地区 、 七 引 地区 、 滝山 地区 、 源藤城地区 と 集落近 く か ら 国道338 号

線海峡 ラ イ ンの 中流部ま で を 主な る 遊動域 と し て い る 。 源藤城地区や滝 山 地 区の畑への 出

没 も 多 く な り 、 今後追い上げな どの対策が急務 と な っ て い る 。 個体数が 多 く 、 今後 、 分裂

の可能性が高 い群れで も あ る 。 電波発信機が未装着な ので 、 実態 を つかむの が難 し い。

※ 男川群は 、 今回 の調査で男川A 群 と 男川B 群 と し た。 今回 ま で こ こ 数年、 男 川 並びに宿

野部川 上流部で 二つ の群れの確認が続い て いた た め今調査か ら 二つ の群れに分裂 し て い

る と 判定 し た 。 男川A 群は 、12 頭 を 目 視 したが 、 群れの移動 中 で あ っ た た め 、 全容 はつ

かめ て い ない。Baby の観察 も な く 、 も う 少 し個体数はい る も の と 思われ る 。 男川 の 中流

域か ら 宿野部川 の 上流域の西又沢林道、 金八沢林道あた り ま で を遊動域 と し て い る 。

※ 男川B 群は 、 国道338 号線海峡 ラ イ ン に 出没す る こ と も あ り 、02-A 群 と 混 同 さ れ る こ

と も あ る 。 主な遊動域は 、 男川 の松 山 沢 よ り 西側上流部 の男 川流域で あ る 。 人 と の接触は

国道338 号で車での接触が あ る だけ で人 を 見 る と 逃げ る サルで あ る 。 男川A 群 と 同様 に

畑への 出没は皆無 、 山 の 中 の群れで あ る 。

※ 川 内川 流域（本流） に分布す るM2·B 群は、2016 年に は65 頭以上い た の が こ こ 数年 、 確認

す る 個体数が減 っ て いた。 おそ ら く 分裂 して い る こ と を示唆 し て い た が 、 今回 の調査で3
群 に分かれて い る こ と が確認で き た 。 た だ、 同 時観察 の基本 、 群れの 同 定が不確実な た め

確実に分裂 と は言い切れず、 今回 は3 つの群れ を そ の1 、 そ の2 、 そ の3 と し て記載す る 。

その3 に は電波発信機の装着個体が い る が 、 そ の1 、 そ の2 に はい な い。M2·B 群そ の1
は 、 川 内 一 佐井線カ モ シカ ラ イ ン の 工事現場周辺 か ら ゲー ト あた り を遊動す る12 頭 ぐ ら

いの群れであ る 。M2·B 群そ の2 は 、 川 内 一 佐井線カ モ シカ ラ イ ン の畑集落か ら 湯の川集

落か ら 北の地域を 主な遊動域 と し て い る と 推測 さ れ る 。 た だ 、 そ の1 と そ の2 と の 関係が

今一つ判明 で き て いない。M2·B 群その3 は 、 電波発信機装着個体が い る 群れで あ る が 、

捕獲地点が 目 名 林道で あ っ た こ と か らM2·B 群関連 と し た。 川 内 一 佐井線カ モ シカ ラ イ ン

の大戸ケ淵小公園右岸で観察 、 かな り 南北 に広 く 遊動 し て い る 。

※ 湯の小川 沢の群れは 、 遊動域 と して は 、 新助林道 ・ 湯の小川 林道 を 中 心 に分布 し 、30 頭

ま での群れ と 推測 し て い る 。 今回 は確認で き な かっ た。

※ 安部城北の群れは、 川 内 一佐井線カ モ シカ ラ イ ンの川 内川発電所周 辺 で57 頭 を 目 視す る

こ と が で き た。60 頭 を越 えてい る だ ろ う か ら 、 いつ分裂 し て も おか し く な い群れであ る 。

ま た 、 川 内町の ブ ド ウ 園 に最 も 近い群れで あ り 、 動 向 を知 る た め に も 電波発信機の装着が

望ま れ る 。
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※ 12-Al 群、I2·A2 群 は 、 昨年の 調査結果 で こ の二群を取 り 違え て記載 し て い た た め 、 今回一

の 報告で修正す る 。12-Al 群（キ ノ ッ プA 群） は 、 近年の多数捕獲で個体数は減少 し て い る

が 、 遊動域が風間浦村下風 呂 地 区 ま で広が っ て お り 、 調査期間 中 に確認で き な い状況が

続い て い る 。 テ レ メ 装着個体が い な い た め 、 群れ の動 向 を把握す る の が難 し く な っ て い

る 。I2·A2 群（キ ノ ッ プB 群） は 、 二枚橋小学校周辺 か ら 大畑道の畑、 八幡湯坂地区の集落

周 辺 、 木野部峠で 目 撃 さ れ る こ と が多 い。 今回 も 二枚橋小学校奥 の畑で補足調査時に9
頭 フ ルカ ウ ン ト 確認 し た 。 新設 さ れ たバイ パス 道路 の の り 面の 土留 め用 の植物 を採食す

る 機会 が 多 く な り 、 今後群れが頻繁 に 出 現す る こ と が予測で き る 。 電波発信機が装着 さ

れて い な い が 、 今後 も よ く 目 に つ く 群れ と な る だ ろ う 。

※ IC - 2 群 は 、 未確認で あ っ た。 三衛門 林道 、 佐藤ケ 平林道周 辺 を 生息域 と し て い る と 予測

し て い る が 、 近年十分 な調査が で き て い な い。

※ Ka 群 は奥薬研か ら 釜 ノ 沢林道周辺 が 主 な遊動域。 今回 、Ka 群 を ウ グイ 滝林道の砕石場

南で27 頭＋a の足跡で確認 し た。 本 日 分の も の 、 か な り 広い範囲 を渡っ て い た 。 重複 は

少 な く 、 あ とBaby の数 ぐ ら い と 思われ る 。

※ Ko-Al 群（イ ロ ハA 群） とKo -A2 群（イ ロ ハB 群） は 、 白 色 のテ レメ を装着 し た老 早 （イ ロ

ハ） の い るKo-Al 群（イ ロ ハA 群） が薬研橋か ら 薬研温泉郷 に かけ て大畑川 の 両岸を主な

遊動域 と し て い る 。 今回 、 釜 の沢林道 の ゼ ンマ イ 橋周辺 で45 頭 ＋a を 目 視 、3 頭のBaby

を観察 し て い る 。 比較的人馴れ し て い て 、 あ る 程度の距離を置 く と 十分に観察す る こ と が

出来 る 。 ま た 、Ko-A2 群 （イ ロ ハB 群） は 、 こ こ 数年群れの分裂が考え ら れて い た が 、 今

回 の調査 で も 明 ら か に 二つ の群れ に分かれて い る こ と が確認 さ れ、Ko-A2-a 群 （イ ロ

ハB-1 群） とKo-A2-b 群 （イ ロ ハB-2 群） に分裂 し た こ と を報告す る 。Ko -A2-
a 群 （ イ ロ ハB-1 群） は 、 電波発信機装着個体が い る 群れでそ の動 向 を比較的追 え る 群

れで あ る 。 今 回43 頭 を 目 視 し た が ま だま だいそ う 。 ま た 、 電波 を発信 し て い る の か ど う

か は不 明 で あ る が 、 電波発信機 を装着 し た老 早 が かな り 衰弱 して いた。Ko-A2-b 群 （イ

ロ ハB-2 群） は 、 川 代地 区の 国道沿 いで18 頭 を 目 視、Baby2 頭 を確認 した。 ＋a と し

た が ほ と ん ど フ ルカ ウ ン ト に 近い状況。 両群 と も 集落近 く を遊動 し て い る こ と か ら 猿害対

策 が最 も 必要 な群れ と も い え る 。

※ Ko - Bl 群 （ハイ ロA 群） は、A早 に黄色 の電波発信機が装着 し て い る が電波 の発信 は し て

い な い。 今 回 こ の サルの確認は と れて い な い。 薬研橋か ら 小 目 名 地区ま での大畑川左岸地

域で観察す る 機会 が 多い。 葉色沢の サ ケ マ ス 孵化場近 く で25 頭 ＋a の足跡で確認 し た。

※ Ko-B2 群 （ハイ ロB 群） は薬研橋か ら 小 目 名 地 区 、 大畑町湯坂 、 大畑道 と 海岸線近 く ま
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でを遊動域 と してい る 。 今回 の調査では、 薬研橋で14 頭 ＋a 、 目 視8 頭、 足跡で6 頭を

確認 し た。 電波発信機はついて お ら ず群れの発見が難 し い。

※ 13-A 群は 、 大畑川 の左岸地域、 薬研一 易 国 間線の尾根近 く か ら 薬研一佐井線の道路ま で

を 主な遊動域 と し て い る 。 今回 の調査では 、 薬研一佐井線の道路の上獅子沢出 会いで道路

を 北か ら 南へ横断する57 頭＋a の昨 日 分の足跡で確認で き た。 こ れま での調査で60 頭

以上の個体数でい る こ と か ら 分裂の可能性が高い群れであ る 。

※ M2-A 群関連の4 つの群れは 、 それぞれの群れに個体識別 で き て い る 個体や電波発信機

装着個体が い な い こ と か ら 、 群れの 同 定は 、 個体数 と 目 視 した地点 、 足跡の観察地点で

群れ を 同 定 し て い る 。M2-A1 群（弥一郎沢の群れ） は弥一郎沢の 中流部で東か ら 西へ移動

す る 本 日 分の足跡45 頭＋a の足跡で確認で き た。 足跡の重な り か ら も う 少 し はい る 模様。

M2-A2 群（上状沢の群れ） は、 上状沢 中流部で南か ら 北へ移動す る 群れを 目 視、 すで に移

動 し て いたサル も いた こ と で足跡 も加味 し、48 頭を確認 した。M2-A3 群（囲井沢の群れ）

は 、 囲井沢の 中 に二つ の群れの足跡を観察 し た。 足跡の繋が り を確認で き ず、M2-A3
群（囲井沢の群れ）そ の1 とM2-A3 群（囲井沢の群れ） そ の2 と した。 一時的 に サブ グルー

ピ ン グ し て い る の かも しれな い。M2-A4 群（三太郎沢の群れ） は 、 三太郎沢入 口 の南で

17 頭＋a の足跡を確認 し た。 積雪の状況 も よ く 調査結果に成果が あ っ た。 大畑川 の源流

域は尾根を越 え る と 、 川 内 町の川 内 開拓地や新助林道に続 く 、 川 内町の佐井 — 川 内線（カ

モ シカ ラ イ ン） に 出没する こ と も 十分可能で、 川 内地区の調査 と も 併せて考慮す る 必要が

あ る 。

※ SI -A 群な ら びにSI - B 群は宮後牧野か ら 名 古牧野、 関根地区 、 高梨地区 、 恐 山街道辺

り を遊動 し て い る 。 今回、SI -A 群は椛山地区で31 頭＋a の足跡で確認 した。SI - B 群

は今回 の調査では確認でき な かっ た。 両群 と も 宮後牧野か ら 名 古牧野、 集落周辺 を遊動す

る こ と か ら猿害対策の必要性が あ る 。

※ S2 群（恐 山 の群れ） は 、 釜 ノ 沢林道や恐 山街道 を遊動域 と し て い る 。 今回 の調査では 、 釜

の沢林道の 中流部で24 頭＋a の足跡で確認で き た。

※ 不明群①は、 右衛門 四郎沢終点で確認 した22 頭＋a の2~3 日 前の足跡。 隣接す る 群れ

で可能性の あ る 群れはM2-AI 群（弥一郎沢の群れ） が考 え ら れ る が 、 弥一郎沢林道 を西か

ら 東へ横断 し た足跡が な い こ と か ら 不明群 と し た。

※ 不明群②は、 長次郎林道での18 頭＋a の足跡。12 月23 日 の確認で前 日 の足跡 と の報告だ

っ た。 前 日 の22 日 にM2-A2 群（上状沢の群れ） を上状沢 中流部で南か ら 北へ移動す る 群れ
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を 目 視 し て い る 。 可能性 と し て はM2-A2 群（上状沢 の群れ） だろ う が 、 足跡の繋が り 等で

不 明 群 と 判断 し た。

〔 ハナ レ ザル ・ オス グルー プ ・ 小 グルー プ 〕

• 2020 年12 月22 日

• 2020 年12 月24 日

囲井沢林道分岐近 く で1 頭分の足跡。 林道 を行 き 来 し て い た。

ウ グイ 滝林道 朝比奈大橋奥200m地点1 頭分 の足跡。 本 日 分左岸

よ り 下 り て き て林道 を 1.0km ほ ど北へ移動 し右岸方向へ移動。

むつ市管 内 の ニ ホ ンザル

2020 年度調査結果 [ 2019 年度廠査緒栗 J

《 脇野沢地 区 》

群れ数 12 群 [11 群｝

個体数 352 頭 ＋a （内50B) [377頭十a (/fy63B)J
※ むつ市脇野 沢 七 引 地 区 の 野猿公苑 の サル（Al 群） は含 ま な い。

《 川 内 地 区 》

群れ数 3 群

個 体数 116 頭 ＋a （内11B)

《 大畑 ・ 薬研地 区 》

群れ数 17 群

個 体数 446 頭 ＋a （内15B)

《 むつ 市全域 》

[3群）

[135頭＋a伯12B)J

[16群｝

[233頭＋a （fly JOB)}

群れ数

個体数

32 群

914 頭 十 a:(76B)
[30群J

[745頭＋a （内85B)]

脇野沢地 区 は 、 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感染防止 で人 を集 め て の一斉調査 はで き な か っ た が 、 各群れ

と も かな り 精度 の 高 い結果 が 得 ら れた 。 群れ数 に 関 し て は 、 男 川 の群れ が分裂 し て い る こ と を

確認 し 、1 群増 の 結果 と な っ た 。 ま た 、A2-84c 群か消滅 し て い る の で は 、 と の こ と で あ っ た

が オ ス と メ ス の構成のバ ラ ン ス が悪い も の の 細 々 と 群れ を 維持 し て い る こ と が確認で き た。 個
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体数の減少は、A2·85 群の捕獲が進んだ結果だ ろ う 。 各群れ共に直接観察 が で き 、Baby の発

見率は高かっ たが、Baby の数が減少 して い る の は 民家周辺の捕獲対象群の捕獲の結果で あ ろ

う 。 捕獲が進む群れは 、 個体数はい る も の の年齢や性 と い っ た群れの構成が悪 く な っ て い る 。

川 内 地区では 、 川 内川 流域に今 ま で3 つ の群れが確認 さ れて いたが 、M2-B 群が3 つ に分

裂 し て い る 可能性が 商 く 、 川 内川 流域に は4~5 の群れが生息 し て い る と 考 え ら れ る 。 た だ、

一斉調査での群れの確認が取れて いな いた め 、 現状 と し て は こ れま で通 り の3 群 と し て お く 。

個体数に 関 し て は 、2019 年度の結果 よ り も減少 し て い る が 、M2-B 群その2 と し た群れの個

体数が も う 少 し い る こ と と 安部城北の群れ も も う 少 し い る こ と に よ る 。 湯野小川群の確認が と

れなかっ た が 、 川 内川 流域に は150 頭 ぐ ら いの サルが生息 して い る も の と 推測でき る 。 ま た 、

安部城北の群れ も 分裂す る 可能性が あ り 、 今後 の調査の重点項 目 と し たい。 安部城北の群れは

下北 ワ イ ンの ワ イ ナ リ ー に最 も 近い群れであ り 、 そ の動向 に注視す る 必要が あ る 。 電波発信機

装着な どの対応が望ま れ る 。M2-B 群関連の群れ も 集落周辺 に 出没す る 機会 が増 え て い る 。

追い上げ等の対応が望ま れ る 。

大畑 ・ 薬研地区の調査は 、 積雪、 天候 と 申 し分な かっ た。 薬研奥に い るM2-A 群関連の4
つ の群れが十分に観察で き た。 個体数の増加 はそ の結果が反映 さ れて い る 。 奥薬研の ゲー ト よ

り 上流部のサルの状況はかな り 精度の高 い結果が得 ら れた 。 ま た 、 大畑川 中流域か ら海岸線 に

生息す る 群れは、Ko -A2 群（イ ロ ハB 群） が分裂 し て い る こ と を確認 し た。2~3 年前 よ り 二

つ の群れに分裂 して い る と 推測 して いた が 、 今回 の調査で分裂 と 判断 し た。 そ の結果群れ数が

1 つ増加 した こ と に な る 。 こ れま での調査結果か ら 、 薬研 ・ 大畑地区の特徴 と し て は 、 奥薬研

の ゲー ト よ り も 上流部の 山 奥の群れでは 、 それほ ど個体数の増加 は見 ら れない。 一方 、 民家や

牧野周辺 を遊動域 と す る 海のサルは 、 個体数 も 増加 、 遊動域 も 広 く 、 そ し て 、 分裂が進む傾向

が あ り 、 民家周辺や畑への 出没 の機会 も 多 く 、 猿害対策が急務な群れで あ る 。

むつ市全体では 、 群れの数は2 群増加 し32 群 と い う 結果 と な っ た。 個体数は 、2019 年度

よ り も 約170 頭増加 した914 頭 と の結果 と な っ た。 薬研奥のM2-A 群関連の4 つ の群れ を精

査で き た こ と の結果であ る 。 通常 なかな か確認で き な い群れであ る こ と か ら2020 年度 の調査

結果はかな り 精度の高い結果を得 る こ と ができ た と 確信 し て い る 。

むつ市全体 と して は 、 確認で き なかっ た群れやハナ レザル も 含 め1000 頭 ぐ ら い は生息 し て

い る と 推測 さ れ る 。 今後 も 、 よ り 正確な ニ ホ ンザルの生息実態に迫 り た い。
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